
【第１課題】

雑賀　愛
都会と自然。対照的なこの２つ

の間に立ったとき人は何を思う

だろう。この対比の中でそのあ

り方や自分を考える、そのきっ

かけとなる空間を提案した。こ

の空間は鏡・ガラス・壁などで

構成される他、音や展示のスペ

ースも組み込まれている。これ

らは何かを映す、また直接訴え

かけるものとして用いた。光や

風のぬけ方、時の流れによって

表情を変え、ここに立つ人それ

ぞれに見え方の違う、自分自身

が主役のギャラリーとなるであ

ろう。

――――――――――――――

前田　敏広

都市と郊外との間に存在するこ

の公園は、日常の雑踏から離れ、

安らぎを与える場所として提供

されている。人は物を見るとき

自分とそのものの対比をする。

この公園の幾つかの施設では、

水・鳥・風景といった物を通し

て人々に訴えかける。この案で

は、そのような公園の中で植物

を通じて人々に、今の自分や友

人などを植物の中に映し出し、

それらについて考える場を提供

している。

――――――――――――――

【第２課題】

高橋　亜希子
現在、同潤会アパートには

SHOPという形で新しい人た

ちが入ってきている。地域とは

全く関係のない人たちが入るこ

とで、そこで形成される人間関

係に変化が生じていると思い、

もう一度現代にあった形で同潤

会の目指したものを再構築して

いくべきだと考えた。

今までの住戸は姿を消し、そこ

には全く異なるものがつくられ

る。そして、新しい人と人との

関係を生み出していく。

――――――――――――――

馬場　兼伸
街で人はなにをするのか、この

街を歩く人はなにを見ているの

か。みな同じ方向を向いている

ように見える。

一歩下がって別の方向を探して

みようと思った。

街には歴史があり、人の営みが

ある。そして、それがにじみ出

てくる場所がある。そこは一見

人目につかない街の裏側にある

が、その場所に少しだけ手を加

え、少しだけわかりやすくした。

見つけた者はここを覗き見、通

り抜けることでこの街のもう一

つの側面を垣間見、新たな方向

を見つけるだろう。

――――――――――――――

指導＝吉田　博
課題の主旨は、個人の自由な発

想と発見、テーマの核作り、そし

て零からの構築のためのプロセ

ス作りの難しさを真剣に受け止

め、建築化を行い独自のプロジ

ェクトを完成させることにある。

第１課題では東京の際にある自

然の中で発想、発見を行い、第

設計演習Ⅰ

第１課題

自然の中のシティ・スペース
〈自然とのかかわりを持つ建築

空間の提案〉

第２課題

シティ・コンプレックス・
スペース
〈都市を考え、これから必要な

都市建築空間の提案〉
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２課題では自分たちの住む「都

市」とは何かを考える設定とし

た。社会・時代の要請によって、

周辺の環境（自然・人工）や歴

史を尊重しながら、建築プロセ

スを考える大切さは今までも重

要なことであるし、情報が先行

する時代であっても大切なこと

には変わりない。

敷地の設定は、大きな地域の中

から場所のコンテクストをつか

むため、自分の足で設定された

地域を歩くことから始め、自己

の感覚と発見によって敷地を設

定する。一方、建築のテーマと

なる核を創出し発展させてプロ

グラムを作り、建築化する行為

をすべて個人が行うこととし

た。創造とは課題で与えられる

ものでなく、自己発想・発見の

旅に出る勇気を持つことから始

まる。

第１課題は、葛西臨海公園とい

う作られた東京の際の公園を対

象とした。ここには建築家、谷口

吉生氏の名建築：水族園とレス

トハウスがあり、建築と自然の関

係を肌で感じつつテーマの「建

築と自然の関わり合い」「建築へ

のプログラム作り」を行った。

雑賀愛さんは、都市生活者とし

て都市と自然との関係付けに糸

口を見出した。この公園に訪れ

た人々が、風・空気・光・緑を

肌で感じたりそこで集う人々が

お互いを感じた時、自分たちの

存在を気づかせる装置としての

空間作りを行った。「風と光の

ギャラリー」はコンクリート、

ガラス（鏡）、金属という基本

的建築材料でイメージし、囲

い・拡散・反射・透明・おおい

等、状況に応じた場作りを行い

ながら画一的なシーンだけでな

い、可変する装置（建築）とし

て都市と自然が見え隠れする環

境建築の提案を行った。

また、前田敏広君は、敷地を東

京の際ととらえ、生活（都市）

とリラックス（郊外）のリズム

の中で植物が人間に与える精神

の回帰性から、植物の生長と公

園全体の植物の誕生から保護ま

で行う密接な関係づけに提案し

た植物園の意味性を見出した。

選ばれた場所の起伏を生かし、

小川もあり、植物を育てながら、

建築化された施設と自然との共

存をテーマとした。

第２課題は、原宿周辺に敷地を

自ら設定するため、街を歩き回

り自分の住む「都市（シティ）」

とは何かの自己発見を行う。土

地・歴史の調査を行い、感覚を

とぎすまし、テーマを設定し、

建築化を行う。

高橋亜希子さんは表参道の同潤

会アパートに注目し、作られた

時代と現代とのギャップを感

じ、施設の果たした役割を分析

し、単に形態を残すのではなく、

原宿に住み、活動する場所性か

ら来訪者・住民同士、来訪者と

住民にとっての新たな関係づけ

を見出し、再生計画を提案した。

敷地と建築の配置・中庭・ファ

サード・ボリュームを継承し、

施設内容および施設内外の移動

手法を作り、表参道の都市景観

をこわさない提案を行った。

馬場兼伸君は都市を否定せず、

都市の雑多な魅力がある街を歩

き回り、ある発見を行った。作

り替えるのではなく、敏感に反

応しながら独自のプロセスを作

り上げた。街との付き合い方、

関わり合い方から『街遊び』の

感覚で少し手を加える建築化の

手法を選択した。架空の人物設

定の「原宿七隠者」のキャラク

ターが、都市空間のおもしろさ

を作り出しているという、個々

の生活の大切さが都市の基本と

提示した。

ユニット全体のブレーンストー

ミングから個別指導を行い、ユ

ニット全員が個性ある作品を生

みだした。何かに気がつくこと

が大切であり、今後の頑張りを

期待する。


